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（会議の経過）土万・菅野小学校区 第４回学校規模適正化・幼保一元化に係る地域の委員会 

発言者 議題・発言内容 
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※次第 3.(1)学校規模適正化に係る小学校区の意見集約の状況について代表委員より報

告 

【土万小学校区】 

前回の委員会以降、保護者と当委員会委員でもいろいろ話し合った。前回の委員会

で菅野小学校区の保護者の思いを聞きたいという発言をしたが、まずそれを聞きた

いというのがある。大阪で統合反対で小学生が自死した事件があったが、この子ど

もの親と同じことをしているのではないか、保護者の中で適正化に反対という意見

は出ないが、自分たちがしていることが正しいことかどうかという思いもある。適

正化について反対ではないという方向に向いているが、土万地域全体でまとまって

いないのも事実である。土万地区自治会は保護者の意見を尊重すると言ってもらっ

ており保護者で協議を重ねている状況である。菅野小PTAアンケートの状況がどう

か気になるが、保護者会としては適正化反対という方向ではない。 

【菅野小学校区】 

保護者アンケート集約結果をもとに、3 月 6 日に保護者で話合いをした。PTA会員

75 人に欠席の場合は会に一任してほしいということも付記して案内をした。会の中

で土万の皆さんの方向性で一緒に進んでいこう決定した。年度についても土万の皆

さんの考えに沿って同じようにいこうということになった。 

菅野地区自治会としては、少子化が進み小学校において児童数が減少することは間

違いないので、通学手段を整備し、土万の子ども達が安心して通学できるようにし

てもらいたいと思っている。また、学校整備も十分にしてほしいので、教育委員会

にその点も依頼したい。 

両小学校区の保護者代表の委員から報告があったが、意見をお願いしたい。 

4 月から家族が菅野幼稚園に入園するが、新入園児中、女の子が 1 人だけで親も不

安に思っていたが、土万地域の園児が通園してくれることになり、その中に女の子

がいるということで親が感謝しているので報告する。兄の時は逆に男の子が 1 人だ

った。低年齢なので、特に男女で違いや影響はないとは思うが、親が喜んでいるこ

とを報告しておく。 

適正化を進める方向性を決定するのは今日が最終になるのか。 

年度のまとめは今日お願いしたいが、適正化の実施年度について、まだ早いという

結論になるならば、それも否定はしません。 

実施時期を 26 年 4 月とするならば、今日 決めないと間に合いにくいということか。 

適正化を実施するかどうか、実施する場合の時期と場所はどうするかということが

委員会の方向性として、今日 決まるのであれば次のステージとなる協議会に移行

し、一緒になるための準備として、校名・校章・交流など決定していくことになり

ます。今日、適正化の方向性を決めていただき、26 年 4 月の実施ということになる

ならば、4 月早々に協議会を設置して準備を早く進めていければと思います。他に

校舎等のリフォームの実施に向けて予算組みも必要となります。 

保護者に地域の委員会の報告会をしないといけないので、自分たちで今日は決めら

れない。 

PTAの方向性は随分前に出ていたと思うが。 

前に保護者で寄った時には欠席者もあり、再度、全保護者で集まった時には、26 年

4 月の適正化実施に反対はなく、それで進めていこうということだった。 
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PTAの意見が集約できたので、自治会の中をおさめてほしいと自治会長に依頼があ

ったので、その時点で保護者の意向は固まっていると思っていたが。 

保護者として、もう一度持ち帰って話をしたい。 

先に寄ってもらった時は決をとるという連絡をしないで当日 決をとったので、再度

寄ってもらって決をとった。土万小PTAとしては、今日、この委員会の場で 26 年 4

月の適正化実施に賛成ということでよかったと思う。 

前回、三土中学校の方向性によって 26 年 4 月の方向性が変わってくるという話だ

ったと思うので、三土中学校のことを聞いてからでもいいのではないか。 

※三土中学校閉校に伴う関係保護者協議の状況、区域外就学の許可に至った経過に

ついて報告。あわせて、三土中学校の閉校に関しては、まだ結論が出ていないこと

を報告。 

地域・保護者の協力なしでは進まないのでお願いする。通学手段についてどう考え

ているか、事務局より説明してほしい。 

閉校後にはスクールバスを運行する予定ですが、三土中学校の土万小学校区の新入

生については、山崎西中学校への区域外就学を三土中教委・市教委ともに認めたこ

とにより、当該生徒については市の遠距離通学対策に則り、スクールバスの運行は

できないが、バス代相当額を助成する対応を考えています。 

区域外就学を認めると三土中の生徒数が減ることになる。三河側は区域外就学の制

度を希望はしても、閉校は反対ということか。 

三土中は生徒数が少なく部活動も限定されている。宍粟市は部活動による区域外就

学は認めていないが、佐用町は以前から部活動を理由とする区域外就学を認めてい

た。今回、宍粟市として閉校を事由とする特例的な区域外就学を認めたが、佐用町

は当初は部活動による現制度を継続するとしていたが、結果的に特例的な区域外就

学を佐用も認めたものです。 

三土中の生徒数が少なくなったら、自然閉校になってしまうのではないか。 

教育委員会としては全学年そろっての閉校が望ましいとの考えを説明し、その方向

での閉校を依頼したが、保護者にも葛藤があり、転学が見えている中で、例えば 3

年生になっての転学を子ども自身がどう思うのか子どもと話したいとの意見や、途

中転学をわかった上で、親も子も納得して入学していたら、転学する時に頑張るこ

ともできるがそうではないので、制度として区域外就学を認めてほしいなどの意見

があった。また、現 6 年生の保護者からは、区域外就学の制度を設けたことによっ

て下級生がいなくなり 3 年生だけの学校になってもいいから卒業させてほしいな

ど、さまざまな意見があります。閉校年度については決まっていませんが、教育委

員会として保護者の思いも斟酌し、けれども 3 年先の子ども達の思いや状況も見据

えて年度については協議を続けていきたいと保護者には話させていただいた。 

土万小校区の保護者としての意見はまとまっているが、それぞれの親の思いもあり

誤解を与える表現があったと思うが了解いただきたい。本日の当委員会で、26 年 4

月実施で決定し、次の段階に進めてほしいということが土万小校区保護者の意見で

す。 

次第 3.(2)学校規模適正化に係る委員会の方向性について、当会で実施場所・実施時期

について確認する。土万地区は 26 年 4 月実施を目標とし、場所は菅野小学校の場所を

使用ということで進めてほしいということであった。菅野小PTAとしてもそれでいいで

すか。 

菅野小PTAも土万小PTAと同じ方向でいくと決定しているので、それで進めていた
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だきたい。 

学校規模適正化について、実施時期は平成 26 年 4 月とし、実施場所は菅野小学校

とすることを地域の委員会の方向性として決定することにしてよろしいか。 

《異議の声なし》 

委員会として方向性を決定したとして確認します。 

委員会として方向性を決定いただきました。委員会の協議結果報告書の提出をお願

いしたいが、報告書については正副会長に確認をいただき、教育委員会あて提出し

ていただくこととしていいでしょうか。 

《委員了承》 

※次第 3.(3)幼保一元化に係る今後の協議の進め方について、事務局より提案。 

課題も大きく十分な協議時間が必要であると思うので、当委員会は継続し、委員会の下

に就学前の保護者を中心とした部会を設置して議論を深め、当委員会でも議論を深めて

いただき、協議していただくことを提案、依頼。 

これまでの学校規模適正化の議論の中でも話してきたことだが、幼保一元化についても

協議状況をオープンに、広報などで広く周知してほしい。 

※次第 4．その他 学校規模適正化 地区協議会の委員選任と協議イメージについて

事務局より説明。 

適正化実施後、中学は山崎西中学校に通学するようになると思うが、山崎西中校区

の山崎地区自治会長へ土万・菅野小の適正化実施の方向になったということは説明

してくれるのか。 

本日、山崎地区自治会会長とも面談し、どういう形で報告するかの相談をさせてい

ただいた。何かの方法で報告させていただきます。 

幼保一元化について、当委員会の下部組織として部会設置の提案があったが、この

間、一元化については細かな議論ができていない状況であり、4 月から土万幼稚園

を休園し、菅野幼稚園への通園が決定しており、今の菅野幼稚園である程度の幼稚

園規模の確保ができているのではないかという思いがある。今後、菅野幼稚園で土

万・菅野地区の幼児を受けていくのであれば、その地区に認定こども園の設置が必

要性があるのかないのかも含めて、地域委員会組織についても一から検討した方が

いいのではないかと思うので、次年度の当委員会での協議は細やかなところからし

てほしいと思う。 

就学前の保護者の皆さんの理解なしに新しい仕組みはありえないので、幼稚園・保

育所保護者会長とも相談させていただきながら、部会を設置したり、あるいは対象

者への説明会なり方法は検討していきたい。まずは、保護者代表の方と相談させて

いただき、概ねまとまったものを当会正副会長に確認いただき、委員会組織や議論

の方法についてお知らせさせていただきたいと思います。 

来年度新たに部会等ができたとして、今の当地域の委員会の委員はずっと残る形に

なるのか。 

学校規模適正化についての地域の委員会は本日で終了し、幼保一元化については、

組織として残していきたいと思っています。 

子どもが幼稚園を卒園するので、幼保一元化についての協議については委員を交替

したいと思っている。 

相談いただいて交替ということもあると思っています。土万・菅野小学校区の幼保

一元化に係る地域の委員会は残るということで理解いただきたい。学校規模適正化

については、当委員会を終了し、当会の委員の中からも参加をいただくと思うが、
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協議会という次のステージで協議をいただきたいと思います。 

土万小PTA会員の中に千種で経験した方がおられ、１年間の交流では短いのではと

いう意見もあった。1 年の間にどの程度の交流ができるのか、具体のスケジュール

を早く示してほしい。また、菅野小学校の子ども達に土万小学校に来てもらっての

交流もしてほしい。 

地域に支えられている学校であり、良いところは残して引き継いでいただきたいと

思っています。 

協議会の設置時期はいつ頃を思っているか。 

委員の選任ができる時期にもよるが、4 月下旬から 5 月初旬には第 1 回目の協議会

を開催したいと思っています。 

協議会の案内や段取りは誰がするのか。 

教育委員会事務局が全体の事務局を担当します。4 月 20 日頃を目途に名簿、あて職

の名簿でもいいのでいただきたいと思っています。 

PTAへの協議会委員選任の案内はどうか。 

両小学校PTAから各 3 人で予定していますが、PTA正副会長と限定しているもので

はありません。 

4 月の入学式が学校の最後の入学式になるのか。 

そうなります。 

土万小PTA総会が 4 月 19 日にあり、そこでの決定になると思う。 

協議会委員選任の具体の所属団体等を表示したものを作成し、学校長に送り、学校

を通して新PTA会長等と相談させていただきたいと思います。地域からの委員選出

については、両地区自治会会長と相談させていただきます。 

3 月 6 日に開いた菅野小保護者の話合いの中で出た保護者の思いについても、十分

に聞いてほしいので要望しておく。 

校舎のリフォームの話が出ていたが、仮設校舎を建てて勉強するのならば、その間、

バスを出して菅野小の子ども達が土万小で勉強したり交流したりしたらどうか。 

仮設校舎の建設は考えていません。 

校区が土万地区も一緒になることの理解にもなると思うので、交流も土万小を使用

することも考えてほしい。 

休日にバスをチャーターし、子どもだけでなく保護者も交えた交流も考えてほしい。 

6 月補正で予算計上し、その後、設計にかかることになるので長期休業中の 8 月の

工事は難しいとは思っています。 

できるだけ早く進めてほしい。 

校舎玄関の雨漏りや床のデコボコも早くなおしてほしい。 

先生にも率先して一生懸命にやってもらえるように依頼してほしい。 

子ども同士の交流も学校が核になってやってもらうようになる。交流等について早

くお示ししたいと思います。 

土万小学校の跡地はどう考えているのか。また、自治会におたずねしたいが、跡地

活用に関する委員会等の立上げは考えておられるか。 

今はまだ考えていないが、今後、まちづくりについて考えていきたい。 

鷹巣の方に聞いたが、地域活性化やまちづくりについて市から何も言ってこなかっ

たので、地域から市に行って支援を受けたということだったが。 

適正化の方向性決定を受けて、地域活性化・まちづくりをどうしていくか、今後、

考えていくことになる。千種東（鷹巣）は自治会を中心に検討いただき、市として
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できる支援をするため地域に入っている状況です。千種北（河内・西河内）につい

ては、自治会では当面、利活用の予定はないとの回答をいただき、市として検討に

入っている状況です。 

土万地区について最善の対策を依頼する。 

（閉会） 

学校規模適正化について、実施時期：26 年 4 月、実施場所：菅野小学校で決定いた

だいた。この方向に向かって協議会の早急な設置とスムーズな協議をお願いする。

幼保一元化については当委員会の下部組織として部会設置の提案があった。今後、

長期間の協議になると思うが、市の方向性を早く出してもらって協議いただきたい

と思うので、引き続きよろしくお願いする。学校規模適正化については本日で協議

を終了する。お疲れさまでした。 

 

 

 

 


